
決算特別委員会会議記録

決算特別委員長 土居 昌弘

１ 日 時

令和２年１１月５日（木） 午前１１時００分から

午前１１時１４分まで

２ 場 所

本会議場

３ 出席した委員の氏名

土居昌弘、森誠一、志村学、清田哲也、阿部長夫、衛藤博昭、鴛海豊、三浦正臣、

嶋幸一、御手洗吉生、阿部英仁、浦野英樹、木田昇、藤田正道、馬場林、尾島保彦、

玉田輝義、平岩純子、河野成司、猿渡久子、末宗秀雄

４ 欠席した委員の氏名

な し

５ 出席した委員外議員の氏名

な し

６ 出席した執行部関係者の職・氏名

会計管理者兼会計管理局長 森山成夫、総務部長 和田雅晴、

企画振興部長 高屋博、福祉保健部長 廣瀬高博、生活環境部長 髙橋基典、

商工観光労働部長 高濱航、農林水産部長 大友進一、土木建築部長 湯地三子弘、

教育長 工藤利明、警察本部長 竹迫宜哉、議会事務局長 浦辺裕二、

人事委員会事務局長 藤原隆司、労働委員会事務局長 森優子、

監査委員事務局長 牧敏弘、企業局長 工藤正俊、病院局長 田代英哉 ほか関係者

７ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

８ 会議の概要及び結果

（１）第９６号議案、第１００号議案から第１０３号議案まで、第１０５号議案から第１０７

号議案まで及び第１１０号議案については、全会一致をもって、第９９号議案、第１０４

号議案、第１０８号議案及び第１０９号議案については、賛成多数をもって認定すべきも

のと、第９７号議案については、全会一致をもって、第９８号議案については、賛成多数

をもって、可決及び認定すべきものと決定した。

（２）委員会審査報告書について、賛成多数をもって原案のとおり決定し、委員長から出席し

た部局長に対し、審査報告書の概要について説明を行った。



９ その他必要な事項

な し

１０ 担当書記

議事課委員会班 副主幹 白岩賢一

議事課委員会班 課長補佐（総括） 冨高徳己



決算特別委員会次第

日時：令和２年１１月５日（木）１１：００～

場所：本会議場

１ 開 会

２ 企業会計、一般会計及び特別会計決算の認定等について

３ 委員会審査報告書について

４ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

土居委員長 ただいまから、本日の委員会を開

きます。

本日は、第３回定例会で付託を受けた各会計

の決算認定等について、これまでの審査結果を

踏まえ、採決します。

また、本日は、全部局長に出席いただいてい

ますので、審査報告書のまとめを行うとともに、

その内容について、概要をお伝えしたいと思い

ます。

それでは、第３回定例会で付託を受けた第９

６号議案から第１１０号議案までの各決算議案

について採決します。

まず、第９６号議案、第１００号議案から第

１０３号議案まで、第１０５号議案から第１０

７号議案まで及び第１１０号議案について採決

します。

各決算は、これを認定すべきものと決するこ

とに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

土居委員長 御異議なしと認めます。

よって、各決算は認定すべきものと決定しま

した。

次に、第９７号議案について採決します。

本案はこれを可決及び認定すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

土居委員長 御異議なしと認めます。

よって、本案はこれを可決及び認定すべきも

のと決定しました。

次に、第９８号議案について、起立により採

決します。

本案はこれを可決及び認定すべきものと決す

ることに、賛成の委員の起立を求めます。

〔賛成者起立〕

土居委員長 起立多数であります。

よって、本案はこれを可決及び認定すべきも

のと決定しました。

次に、第９９号議案について、起立により採

決します。

本案はこれを認定すべきものと決することに、

賛成の委員の起立を求めます。

〔賛成者起立〕

土居委員長 起立多数であります。

よって、本案はこれを認定すべきものと決定

しました。

次に、第１０４号議案、第１０８号議案及び

第１０９号議案について、起立により採決しま

す。

本案はこれを認定すべきものと決することに、

賛成の委員の起立を求めます。

〔賛成者起立〕

土居委員長 起立多数であります。

よって、本案はこれを認定すべきものと決定

しました。

次に、委員会審査報告書についてですが、お

手元に審査報告書の案をお配りしています。

この案は、１０月２９日に開催した委員会に

おいて御検討いただき、修正したものです。

委員会審査報告書については、この案のとお

り決定してよろしいでしょうか。

〔「異議あり」と言う者あり〕

土居委員長 御異議があるので、起立により採

決します。

本審査報告書は、原案のとおり可決すべきも

のと決することに、賛成の委員の起立を求めま

す。

〔賛成者起立〕

土居委員長 起立多数であります。

よって、本案はこれを可決すべきものと決定

しました。

それでは、委員会審査報告書はこの案のとお

り決定します。

なお、第４回定例会本会議における委員長報

告については、委員長に御一任いただきたいと

思いますが、よろしいでしょうか。

〔「異議なし」と言う者あり〕
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土居委員長 それでは、そのようにします。

執行部の皆さんには、本委員会の審査に御協

力いただき、ありがとうございます。

各決算等の審査の結果、特に改善、あるいは、

今後検討等を求める事項について、取りまとめ

たので、いくつかの項目について申し述べたい

と思います。

お手元の審査報告書の４ページを御覧くださ

い。

２の審査結果ですが、令和元年度予算に計上

された各般の事務事業は、議決の趣旨に沿って

おおむね適正な執行が行われており、総じて順

調な成果を収めているものと認められます。

今後、特に改善あるいは検討を求める事項に

ついては、まず、（１）の財政運営の健全化に

ついてです。

本県では、「行財政改革アクションプラン」

に基づき、行財政改革に取り組んだ結果、財政

調整用基金残高は、目標額を２６億円上回る３

５０億円余となるなど、財政の健全化に一定の

成果を上げています。

しかしながら、少子高齢化の進行に伴う社会

保障関係経費の増加や新型コロナウイルス感染

症への対策などにより財政環境が厳しくなる中、

大分県長期総合計画「安心・活力・発展プラン

２０１５」の確実な実施に向けて、さらなる効

率的・効果的な行財政運営が求められます。

また、災害などの不測の事態に対応できるよ

う、一層の行財政基盤の強化に努める必要があ

り、引き続き、歳入の確保、歳出の削減に努め、

健全な財政運営に尽力していただきたいと思い

ます。

次に、（２）の収入未済の解消についてです。

各機関で取組の強化が図られた結果、県税な

どの収入未済額が減少し、一般会計及び特別会

計の収入未済合計額は、１０年続けて前年度を

下回っているものの、依然として多額に上るこ

とから、今後も引き続き、収入未済額の縮減と

新たな未収金の発生防止に努めていただきたい

と思います。

次に、（３）個別事項についてですが、次の

１０項目をあげています。

①県庁におけるデジタル化の推進について、②

ふるさと大分ＵＩＪターン推進事業について、

③保健所及び県立病院の体制強化等について、

④防災意識向上疑似体験啓発事業について、⑤

離島等サテライトオフィス整備推進事業につい

て、⑥女性が働きやすい職場環境への支援につ

いて、⑦フラッグショップ活用推進事業につい

て、⑧｢ベリーツ｣、｢うまみだけ｣の生産・消費

拡大について、⑨河川緊急情報基盤の整備につ

いて、⑩特別支援学校就労支援事業についてで

す。

いくつかの事項について、申し述べたいと思

います。

６ページの③保健所及び県立病院の体制強化

等についてですが、今後の新型コロナウイルス

感染症と季節性インフルエンザの同時流行など

に備えるため、保健所においては体制強化等、

県立病院においては医療従事者の人員確保等に

よる負担軽減等、それぞれの機関が機能を最大

限に発揮できるよう努めていただきたいと思い

ます。

次に、７ページの⑤離島等サテライトオフィ

ス整備推進事業についてですが、コロナ禍にお

けるワーケーションやテレワークなどの企業ニ

ーズに的確に対応し、効果的な財源を活用しな

がら、引き続き戦略的な企業誘致を推進するよ

う努めていただきたいと思います。

このほかの項目についても、来年度予算に反

映させるなど、適切な対応をお願いします。

また、部局別審査において委員から出された

その他の意見・要望についても、今後の施策に

積極的に反映されることを期待し、審査報告書

の概要の説明を終わります。

以上で、本委員会に付託された決算等の議案

の審査は全て終わりました。

委員の皆さんには、長期間にわたり御審査い

ただき、ありがとうございました。

これをもって、本日の委員会を閉会します。


